コロナ密閉式石油ストーブ 

取扱説明書 



ユーエイチエフジーエックス ケーエフ 

UH-FGX70KF 


このたびは、コ□ナ石ミ由ス!ブ （ UH 型）を 
お買いあげいただき、まことにありびとラござ 
いました。 

正しくお使いいただ<ために、この巧巧説日月書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった禮ちお使いになる方びい 
つでち見られる巧に「保証書」-「工事説明書」 
となに大切に保管しでください。 



□ 特に';主意しでいたださたいこと 


(まをのために必すお巧りください ）-1 〜3 
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jEl 使巧前の準備- 7〜9 
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j 曰 その他の装置 -17 
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I 旧据ぇ巧け.移設 -26 〜 30 I 

























特にま意していただまたりことほ全®ためにおず約りくださし、) 


この取报説日月書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危害や財産への 
損害を末然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意 D ホはなのよラになっでいます。内容をよ 
く理輯しでから本文をお読みください。 

A この表示を無視しで、誤った巧®.柄趕ずると、ふか巧 E 亡、重傷を貧ラ懸険、または火災の危 

/!\ I 岛 P 巧険が藉し擅っでをじることび想劈奪れる巧容を示しでいまず。 

この表示を無おしで、誤った巧がも、をずると、人が派亡、蓮儒を赏う可能な、または火災の 
S 1=3 巧難挫が想定される巧容をおおで:掉笨す。 

みを この表示を無視'じで、.誤った取扱いをずると^人が傷蜜を負ラ巧能牲か槪的損蕾の発生が想 

/!\ / dt/m をされる巧客を示レでいま先 

総廉隶の例 


A 么記奇はを患をがす巧容びあることを吿げるを⑩でず。 

パ\ 図の中に舅が的なま恵巧容(を園の場爸は一お的なま漂)が描かれでいまず。 

® ( S ) 記每は禁止の巧為であることををげるちのでず。 

國の中や巧睹に冥化的な禁比巧容(左図の撮合は方'ソリン禁止)び描かれていまず。 

〇記号は行為を指示する内容を告げるちのです。 

図の中に臭がのな指示巧客庙因の傷含は電爲プラグをコンじントから巧いでくだ 
さい)び巧かれでいます。 


警告 (WARNING) 


ガソリン厳禁 

ガソリンなど擇発性の舌い巧は、絶巧に使用 
しないでください。火災の原因になります* 


スプレー吿厳禁 

スプレーちや力たットこんろ巧ボンべ 
などを、湿風のあたるところに放 fi し 
ないでください。熙で左の圧力が上びり、 
痛発しで盾读です。 


給が気简（管、ホース）外れ危険 

給が気商（置、ホース〉が列れたまま便 
巧しないでくださし、。 

外れでいると運起をにがガスび室のじを 
れで' 危険です。_ 

給排気筒トップにはを網などは巧けない 

おが気茵トップには、虫よけのためのを網などは巧 
けないでください； 

絵が気の巧けになり，異萬燃おをおこしが刀スび室 
巧に漏れる耶引轴质り危険です：__ 

定期点検の実施 

定期的 （2 年に1回程度）に点検•整備 
を受けでください。 

点検を受けすに長期間使巧し続けると、 

お障や事故の原因に K り危険です。 

点検-暨備はお買いぶめの販売店や資 4 
巧者のいる店に依頼しでください。 


使巧 

す Vfc * it5iy 


0 


を類の乾燥厳禁 で巧 

巧類などのを巧には使巧しないでください C ^ y I XJ 
巧類び落下しで火びつき、义おの原因にな 
ります。_ * , 

温風吹出□をふさびない 乂 s/o 

巧巧、おなどで湿風のホ□や空気巧入□を fr ^ Y \\ SJ 
ふさびないでください。 り II I 、ゾ 

巧類、おなどでふさぐと、乂がの原因にな jVf 
ります。 



•.ホ5ザ ■ 


•0 
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煩涵やけどに注意 

長時間を巧の同じあ巧に轴れないで んバ x 
ください。 Pr > 
比較的ほい湿度でち低温やけどや脱 /もの 
水をがの原困となります。 ム - 


給排気筒トップ開そくを険 

寝雪びぎいときじは、おが気筒トップの周りび 
雪でふさびれでいないことを確認しでください。 
ふさがれでいるときは、除雪しでください。 

また、 板などによる「雪囲い」は給排気の妨げ 
になるのでおやめください。閱そくしでいると 
運拓みに排乃スび室内にをれで、后険です。_ 

ご自身での提巧け-移設工事の厳禁 Q ク 

お客様ご白身じよる工事は危険でず。 にこ;^! 

据巧け工事は販売店や覃門業者じごの額 iij ^^ 

(ストーブをせる場をち同じです。） C 


友 



力—テン.可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやすいちのを 
おブけないでくださし、。 

乂おび凳をするおそれびあり ^ 

ます。巧燃物との離隔距離(こ を司 

ついでは標華据え巧け図例 W 

に6ページ)を参照しでくださし、。 


么注意 (CAUTION) 

莫止 / C \ 給油時消乂 

f ( (( / 給油は、必す消乂しでからお 

1} m I こなってくださし、。 

火おのおそれ力< あります。 




巧 


1 







广 


注意 (CAUTION) 


異常時使用禁止 /CN 

万-異常を感じたときは、使 與^^ I \J 

用しないでください。 

異常燃焼のおそれがあります。 1 I 

高温部接触禁止 が 

燃焼中朽肖舖観、高温旨 IS l^-n § v ^/ 

(ストーブ前面のヴ I 」ルの同の 14 , 

や枠上部麵など） mm%m dM ^)& 7 

トッ：/にまなどふれな G で — 

ください。やけどのおそれがあります。_ 

腰をかけたり、物をのせないで ベ 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないで (\J 

く ださい ‘-機器の巧障ややけどのおそれがあります 
磯器の上に巧びんや化を入れたをのなどを置かない 
でください。水がかかると漏電や巧障のおそれびあります。 


分解修理の禁止 

故障-破損したら、使用しな 
いでください。 

不完全な修理は、危暖でず。 （ 

适風に直接あた5ない 

温風に直接長時間あたらなレ 
でください。 

巧温やけどや脱水症状になる 
おそれびあります。 



蹄で 


腰をかけたり、物をのせないで 改造使用の禁止 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないで (\);改造しで使巧しないでください。また.ス I ブ 
ください.機器の故障ややけどのおそれがあります。、—> 1やおが気筒には席暖房巧の熱な撰器などを取り付 
磯器の上に巧びんや化を入れたをのなどを置かない ；けないでください。 

でください。水びかかると漏電や故障のおそれがあります。:火ぶや排乃スが室内にもれる 原因となり危隙です 。 

電源コードを傷めない た;!/ C 、 電源プラグは確実に差しこむ 

雪‘;芦っードに巧理な力を加え户 K /- XJ 電源ブラブはコンじントに根ちまで確実に差し 

0急を益;項提飄揉;こんでくださぃ。また、傷んだブラグゃゅるんだ 
£;、較^?せ已£兰-公11.琴^^ コン t ントは使巧しなぃでくださぃ。 

さし、。また、增，原フっクを抜〈が火がの原因じなります。 

ときは、ドを持っで51さ めれた寺での巧き差しはしないでください。 

巧かないでください。火災や感電の原因になります. 感電の原因になります t く二 


0 


長期間使用しないとをは電源プラグを巧く電源プラグのお手入れをずる 

長期間使巧しないとき又は保管するときは、必すときどきは電源ブラヴを旅き、ほこりおよび金属 
電源プラグをコンたントからおいでください。 ffS ^ 物を除去しでくださ (A 

乂おやろ想しない 事 巧の原因じな:ります。 >4^ほこりびたまる と 湿気などで絶緣不良になり乂ぶ 

の原因になります。 


電源コードを傷めない 〇 

電源コードに無理な力を如是た 

り、物をのせたりしないでくだ 

さい。また、題源フラヴを抜く 

ときは、コードを持つで引き W 

巧かないでください。火おや感電の原因になります t 


指や棒を入れないで 

温風吹出□や空気取入れ□などに指や異物を 
入れないでください。 

ブガや火災の原因じなります， 

フィルタをはずしての運転禁止 

対流巧送風機のフィルタをはすしたが態で運症し 
ますと、カーテンなどを巻ぎこんで义がになるお 
それびあります。 

また寺などふ れるとけびをする おそ れびあります。 

電源の接続 

電源は適正配線された単相1 oov のコンたント勒 
外は使巧しないでください.発熱■発义の原因に 
なります。電源コードは、途中で接続したり、延 
長 コードの使巧-他の電気器具とのタコ足配線を 
しないでください。発熱- 発火の原因になります 。 

カーぺットのはがれに注意 ^ 

力一ぺットびずれたりめくれた づホ^©^ 

まま使巧しないでくださし、 

床バネルに直接飽れるとやけど 
のおそれ が あります。 _ 々 _ 

油漏れ確認 

巧タンク-コ''ム製送ミ由管-接含部およ 
び機器などからのな船馬れびないこと 
を確認の上ご使巧ください。 

巧';をび漏れでいると义災のおそれびありまず。= 


0 

0 

0 


孟 



変質打油禁止 

変質紅油、不视な巧（巧れたに油、化の混じっ 
でいるな油など）を读巧しないでください。 

異常燃焼のおそれび'あります。_ _ 

I 打油の保管 

な油は、火気、雨水、ごみ、畐温および直射曰が 
をさけた履所に保舊しでください。 

ガソリンなどといっしよに保管しないでください。 
誤って淀巧すると賣溝撒烧や乂巧のおそれ びありまず。 

お)めてお使いになるときのを意 

视めでお使いになるときは、耐熱晝料などが'烧ぎ 
巧くまで煙と臭いび'出まず。しばらくの間、窓を 
あけで部屋の換気をおこなっでくださし、。 

また、ル鳥やル動物などに影響する揚をび章えら 
れまずので、この間は部屋に入れ ないでくださ し、 

循環液（循環水-不凍液）の保智こを意11 // 

幼おのまの届かない巧に保冒 //~| 

にください。 

巧 一、 飲んだ場含には吐かせ 
で、医師の診断 を 受けでください。 

シスターンの水位にミち意に)^ 

循環水は、上限水位上入れないよラ 瓦 

注意しでください。 P 

あふれる場台びあります， . 


- 、 ー レ ~- 

巧 







么注意 (CAUTION) 

給排気筒付近の可燃物近接禁止 

給排気筒トップのおく (こ、巧巧や可燃物など 〇 

引乂のおそれのあるちのを置かないでください。 

火がのおそれびあります。 . 

\ 

雾 軒 S) 

夕 iiiiiii 

お願い （ NOTICE) 

機器を廃棄ずるとをのミち意 

ストーブを廃案処分するときは、定巧面器のな油を 
拖き取っでください。 （19 ページ） 

灯巧を入ったまま廃襄するとリサイク J レの際に 
思ね姑事巧になるおそれびあります。 

打油の廃棄 

ななの廃棄処がは、なミ由をお買い求めになった 
販売店にご相談ください。 

ノ 


国使用する場所 

ストーブを安全に使巧するためには、場所の選定が大拭)です。 

ま全に使用ずるために 



参マントルビースなどじ据えがける場含は、揉華据え付け例にしたびってく 
ださい。（む 沪26 ベージ） 



参漂肩か‘ 1500 m む上の場所ではを巧しないでください。富巧で使用される 
場含は調整か’必要です。 


(空気のお度か’薄いため、燃焼に必要な空気び不足します。詳しくは、ェ 


事説明書 I 


昌化または延長おが気で使巧の場合 


をご覧ください。） 



0 参温室、飼育室、乾燥室などでは絶が使用しないでください。 

参温室、飼育室など、動植物の實成裁培[こ使巧しないでください。 




あの下や壁面に設ち 

•が気に接する窓の下や 
壁面に置くと、ち気び 
ストーブで暖められ、 

温風としで巧流します 
ので効果のです。 



通風の垣巧を巧げないで 

参 に吾意 I 湿洒巧出口の請疆に傍差物を雇 
かないでください。 

障きおがあると、部屋の湿度にをらかで 
きる族かウでなく、.巧俸の温廣び上昇し 
'でをををず。:' . 



♦温風吹化□側の空間を広くとれる場所を還んでくださし、。 


♦ストーブ前面からはふく射熱びでますので、巧暖パネルとの拒離を考慮しでください。 
•温水配菅の長さびできるだけ短くなるよラな位置にストーブを設置しでください。 













圓各部の名称 


が觀固 


お保ぞ玲始が谊敎祀ごこ?ごご;ご筑 。ご端が排わ巧语 ^^黃^^^巧^^窃4み一巧むぉ4;ぶ苗&<み^三*— 4: r 五ぶ V 一 i -つ r , -— ^, 口。 




温風の出 □ 


前面ガード 


ガラス円筒(内部)—— 


平面ガラス--- 



上面板 


達転スイッチ 


操作部 

(ウイングポケット） 
表示部 


定巧面器リじットボタン 


フィルタ性気取入 □) 
給気ホース〜〜 ..... 

燃焼用送風機(巧部）- 
ごム管 


電源コード 


が気筒巧け巧知巧 
リード線 

ルームサーモ— 


■liiiil 


循環ポンプ(巧部） 


構造図 


とつで 

•-桓 --- 本な;固定を具 

- I ■一-—アクチユエ—夕(巧部) 
S (にアダンパ） 

_給目愤茵 

11 /' 熱交 サーモ (内部） 

熱交保覆サ-モ(内部) 

■ 4---給化□(内部） 

n . 水位計 

: f - エア-巧きバルブ 

y 〜、温か戻り □ 

( A’B 回路） 

( A ‘ B 回路） 


パそ5^女が：«<巧るきで巧明京巧巧が K が运 Ht み&な&巧が坊巧4パ,む、: 

過熱防止サーモスタツト(ち ） ---- 
過熱防止サーモスタツト(左）-、 
巧流巧送風機(内部）-_ 

熱交換器(巧部）- -_ 


放熱器 ——— 

反射お一———— 
スクルトンー---- 

燃焼リング(内部） 
シスターンタンク 
つレーム□ッド 
静巧ホースーー^^ 

ポットバーナ パパ 

気化筒(内部 ）/ 
サーモスタット- 


» r'* 5•:ふ；；;，，4;こ 'う';;.:;^:):ザ 



機内サーミスタ 
表示サーミスタ（内部） 
プリント配線板 
点火プラヴ 
斗ブナイタ 
電磁ポンプ 


スピーカ 


定巧面器 

巧震 g 動消火装置(内部） 


送巧管 











表示部の名称と働き 


《イラストは説巧のためま部表示したが態にしであります。 


•通常の運輯操作（「点火 j • 「消乂] • r タイマーたツト J ) をおこなラとき、文享と同時に琶声 
("点义します"•"消乂します"•"タイマーじツトしました"）で操作が態をお知らせします。 



—フ網义ま巧(青) 


. たーブ運転申に室温が設を温度より約 3’ C 上昇 
すると点なし消义します。 

’室溫び設定温度じまでてびると消巧し、点义動 
作を始めます。 


な魚ま巧(巧) 


持れ画作：]□ン(青) 


設定室沮表巧（音) 


它ーブ消火中 


消火します 
設を室 湿 

含 c 


午前午後^ 

お:日日 J 


• 室あお定ボタンで投是した窒通をデジタル 
表のします。 

•ストーフにトラブルび発ちするとトラブル 
のが巧力嗜 sg 表巧(白 S 該断モニタ)されます。 


’苗乂担絕後、ななします。 

■ 現在が焼申の乂力の大きさを 
表巧します。 


-通巧は現在時刻を表示します。 

• タイ7— 连拉時はタイマーたット時刻 
をち示します。 


误在時刻を表巧しでいるとぎは 
な滅しでいます， 

タイマーたット時刻を表巧しで 
いるときは消のします。 


巧す （■) と運乾(な义）します4(ピク音） 
もう一度巧す （ 里 ） と消乂します。（プブ、ン音） 


点义ま巧(巧） 


達転スイッチを巧しで「入 J ( ■) にしたとま 
またはじーブ消义をに再な乂する隙に巧巧し、 
運窗(巧乂）します。 

着义强詔を消阿しまず。 


点火します 
燃焼中 


お义ま巧(青） 


運転スイッチをがしで「枕」 （ 1 
のし消义します。 

燃巧室び冷巧すると消巧します。 


)1 こすると点 


時巧ま巧(青） 



設巧巧な巧巧(青) 


• ホ暖房運乾時に点のします。 

• 尿通調節ボタンで設定した巧温を表示します。 

. 左から3個目のランプび点巧した時は適温 
設定じなります。 



待機時普 S 力ま示ランプ(揉) 


’皆畢でスイッチを r 尝電カモー鬥 
I こしたとき、点のします。 

’連転偉止時に消費電力が節約さ 
れていることを表をします， 


ーブ逢巧ま巧ランプ(緑》 


’它ーブ逢を中は点灯し、醉おするとミ肖な 
します。 

•室温設定を 10’ C ( F な設定）じすると自 
動的じじーブ運乾になり点なします。 


■表示部の明るさ調節 

•時計調節スイッチを「逼常」じ含わせで「時」ボタンを巧しながら「分」ボタンを}甲す 
ことにより、表示部の明るさを2段階に調節することびあ来ます。 






























タイマー它ジトボタン 


‘タイマー違記 

運括スイッチを I 入 J (ビッ置）にし、タイマ ー t 
ットボタンをがす（ビ 、ン I 音）ことじよ0タイマ 
i —表示び巧巧.持刻表示にタイマー t 、 ント時刻 
;びお.核しで表示されタイマー運おが間抱され 
;ます 

I (タイ7-表示がなの’し g ければタイマー運乾 
i は萄始されません。） 

•它ット E き刻になるとタイマー表示げ消灯し、現1 
巧時を!)び表示されで自動巧に逐巧か閒抱され: 
まず， 

-タイ7-運転の幣な 

クイ 7 - 達を中じち ラー 度タイマー它、ントボ 
ジンを巧す（ブブ 'ン 富）ごタイマー運転び解除 
されます。 


■ 「音青お知らせ J の消音方法 

•時計調節スイッチを「通萬」に含わせで「時 J ボタンを押しなびら「じーブ運輯」 
ボタンを押すことじより、「音声お知らせ J を消音することび化来ます。 


:护時計含せ 

野しぉ 

時 

す. ぉちけ 

ミタ 詔- 

園 

ミ 11 を界皆 


時刻の r 時 j を合わせるときに使います ; 


呈 a 巧をポタン 


乂乃詞節つまみを「呈動 J こするとルームサー 
モによる至ミ晶設定〔 29 〜 15‘C、IOC (R な設定)） 
びでさます . 

r 言め j … 設定温度を 1 c すつ上昇（ビッ音） 
r ほめ j … 璋定温匡を 1 ですつ低下 ( ブッ富） 


—ブ運巧ポタン 


1 回巧すとじーブ違をを問ぉします。呈溫ヴ設 
定逼度より一定进度上昇すると消乂し、一定遇 
度ほ下すると頁も : のじ点乂動巧 ( こ入ります。 

再吾巧すと、它ーブ達乾は目まおごれます . 


ウィングボケツト内操作部の名称と働き 


;夕巧《巧巧》«さ巧。》るマ>な结5。5なち爲み窜?'奇?^みみ*5を：^巧す巧：巧ヴで？だ;ミ;:だ';^,こ。ぞ•ぶみ一-.をみ"^!,' ク 




…た？お*に巧^ぷぉす^巧巧巧!ぶ^4 


「音声お知らせ」の内容 

>ウインヴポクツトを軽く巧しこむと、ゆっくり 
化できます。操作禮軽く押しちどすと□ツクし 
で止まります。 


■操作音(こついで 

♦操作ボタンを押すとブザー音びします。 
参誤操作をするとピピッ音びしまず。 


r スト - ブ尉爱房 j 運較と「スト - ブち巧 J 逢拓 
をのりかえます。 


温水お □ 温忘を衍 30 〜 7 日 ’C のお因に設定します . 

- 「ほ I…1 回巧すたびじ設定温度を下げるくブツ富 } 
. 「富 j’.'l 回巧すたひじ設定湿度を上ける ( ビツ音〉 


r 爸里カモード」 … 省覃で表示ランブ ( 緑）ヴ点 
灯し、連乾盾止時に表示部をミ旨なしでミ肖ち’お力 
を 1W に的が ) できます。 

表示部び ) 肖灯中にいすれかのボタン操巧で 1 分 
閒の再表示をします。 

r 通ちモード」 … 表示部は常時点のしでいます， 


义力調節つまみを r 微か I から [ 大，の廣で動か 
し乂でをリニアにま動調節します。 

义で網節つまみを「賣動りこさわせるとルーム 
サーモによる呂動違 15 (室温跨定ボタンで室溢 
を段 : 定 ) びでさます。 


• 時刻の : か j を舍〇せるときにをいます。 

時計調節スイッチの巧豆によ 01 回の巧しの進 
みちび冥なります。 

• 「時計させい ’1 かすつ変わります。 

- 「タイマーさせ :…5 がすつをわります。 


• 「時 1+ 合せ」 ’’’ 境な時刻を含むせるとぎに r 時計 
合せ」位畳にします： 

’ 「タイ 7 — させ」 … タイ 7 -じット時刻を含わ 
せるとき ‘ タイで一させ J 位居 ( こします。 

• 「适ち」…現な時勤やタイマーたット時刻を含 
に ! せたら、适萬使巧中は「道常.じ必すちどして 
< ださい， 


巧巧 n 節ポタン 


巧 a の纪スイ 


巧巧時ち■カスイツチ 


かボタン 


時ボタン 


時 It 面巧スイ 


火力田節つまみ 
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國使用前の準備 


燃料 




mmmmsmsimsmBmmmmmmmammmmammm 


燃料は必すな油 （ J に1号な油）を使用しで<ださい。 

♦ I 么警告 I ガソリンなど揮凳性の富い油は、义おの原因になりますので絶巧に使巧しないでください。 
参 险^を意 I 変質口油、巧れたな巧、水のおじつでいる巧‘泡などは、お巧に巧用しないでください。 

参区^注意 I な油は、必す义気*雨水-ごみ*高温および直射曰化をさけた揚巧に巧管しでください。 



な油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、島をふさかけ 
ます。 

(义の気の巧:い巧でおこなつでください。) 




巧巧は 乃ソリンは 

めれたまま すぐをく 


変質な油•不純 I なミ宙とは • 


巧シーブンよ 
り持ち越しの 
なな 



長期間曰化に容器のふたび 
あたる所や湿開けであったり， 
度の富い所に；み白色のポリ 
巧着した灯な i 容器で巧菁し 


♦一の 



み • ごみや灯 
な外の'油が 
ほんのねすか 
でを混入した 
灯巧 



参極度に変質したち 
のは、黄色味びか 
つたり、すつばい 
臭いびします。 

•脑す巧巧巧のポリ 
タンクをお使いく 
ださし、。 

•灯油はシーズン中 
に使いきりましょう。 


•巧巧。巧や不煤口巧を巧苗ずると… 

♦-蒲の程盧にをよりますが、燃焼亦度をおこしたり、.ストーブの損语を卓め、巧橫の原因になりまず。 
«がやでみび遗油径路に流れこみ、.燃焼不良や着义不廣の原困じなりまずぃ. 

■巧-*変質ななや不巧な巧を使巧したときは… 

參お質いホめの販売店または、:お避くのコ巧ナお客なご巧歐お□にご连招ください。： 


ごを意 


♦巧巧な巧、不巧口巧び原因で侈巧を巧巧されたときは、保班巧なホでを巧巧のが象がとな0ます e 
♦巧巧な巧の班理でお面0の巧をは、巧巧をお H いがめの巧巧店にご巧がください。 


給油 



■給油の際の手順とま意 

♦送油バルブを閉じでお巧□ふたをはすし、巿販の給油器員でロミ巧を給ミ由し 
で < ださい。 

油量計のかか’ f 満 J をさしたら給;おをやめでください。 

•給ミお□ぶ\たを必すちとどお0に確実にしめでください。 

参給油の際に、水、ごみなどを入れないよラ特に;'主意しでください。 

■給油口ふたは、確実に締めてください。 

■こぼれた巧油はよぐふさとって<ださい。 


■燃料切れの注意と空気抜さの方法 
油タンクを空にしないよラま意しでください。 

•ミ由タンクを一旦空にしますと、送;'由経路のに空気がたまり、正萬に送巧びできなくなることがあります。 
このよラな場をは巧の順唐で空気抜ぎをしでください。 



1. ミ由タンクに給油します。 

2, ス I -ーブの = r ム管□から、コ''ム製送油管をはすします。 

3,3ム製送油管から'巧が連続しで流れ出ることを確かめでから3ム製送;'由 
营をちとどおりにストーブに取り付けます。 

(油がこぼれないよラに容器を巧意しでください。） 















運転開始前の準備と確認 

广 了.厅..•.■又，‘ ir , 巾 ’..t ....... ご:二に: c こ &■ ぶぶと : ■^l d 二.にニニ.: ピなが占ぶお 窝.ちがを封ちを黄?镜 ちで翅 巧がちがち马巧 み 

■定油面器のセット、取扱上の注意 

初めで使巧するときやシーズン初めじは、ストーブ正面ち下の定ミを面器 
リじットボタンを押しでください。 

ストーブ正面ち下の幕から見える定巧面器リ忆ットボタン(赤色)を下へ 
巧し下げでください。 


ご を 副 

• 1」たットポタンは据え巧け時やシーズン初めに操おします。定巧面器に 
強い衝擊をちえたり異常が'あったとさな外は、特に操作する必雲はあり 
ません。方一、点火操作渡な巧が出すにモニタサイン LL 。 または店と] 
び表示されるよラな場含はリたットボタンを巧しでください。 

• 1」たットボタンは舌し暴に扳ったり、巧したままの状態(こは絶なにしない 
. でください。 

■送油経路の油られの確認 

•ミ由タンクや送ミホ營の接台部などから;由ちれが^ないかどラか確認しでください。 

■電気配線の確認 

• |曲ミま意| 電源プラグをコンむントに根元まで確実に差しこんでください。 

•電源コードび給が気筒などの高温部にふれるおそれのないことを確認しでください。 


IA 注意 I 電源 プラヴ•コードの瓣熱‘凳火を防ぐために••‘ 

♦驾源は齡ず適正配線された単ホ目 1.0.0 V の：ユンたントを使巧しでくださ.し、. V 

♦電源コード柱、途中で接続したり延焉コー;ドの使 巧 ■ 他の 電気 器異とのタコ足配線をしないでください。 
•重び発をしたときは、舉ろ部品を損儒するお去れびありますので、電源プ5グをコンじントからあいでください。 

■点火の要領と注意 


巧暖切換スイッチのセット 

♦ストーブ単独で運転する場合は「ス I ブ単独_!に、ストーブ床暖房運輸をおこなう揚合は「ストープ床暖」に 
床暖の撰スイッチをたットしでください。 


ストーブ巧暖房で運転ずる場合 ストーブ単独で運転する場合 



までお#リた’ント 
ホタン：なま） 










循環水の水位確認 



•ルームサーモ【こよる自動蓬転となり設定室温に自動誠 
節されます。 

ルームサーモはでさるだけ部屋の温度を代表でさる位 
置に取0なけで < ださい。 

9ウイングポケット内の床暖切換スイッチ 
を r ス!-ーブ床暖」に合わせる 


運転スイッチを押して「入 J にする 

♦"点火しまず"の音声と同時に「点火します」と「設定室温」 
が表示されます。 

•す熱び完3すると自動点乂し、表示び「燃焼中」に変わる 
と温風び出ます。 

•着义ととちに循環ポンプび作動し、床暖房を開始します。 


温水配管の水ちれの確認 


♦ス I -ーブ内部や温水配管接合部から水ちれびないか確認しでください。 

♦巧暖パネルの温水配管の途中にバルブを取り付けた場含は、必すバルブび開いでいることを確認しでください。 

■運転中に巧暖切換スイッチを操作した場合 

「ジュー」とゆラ循環水の蒸発宣がすることびありまずび異常ではありません。 


ストーブ巧独ーストーブ床暖房 


||ストーブ床暖房ーストーブ巧狸…循環ポンプは本が内部冷却のため約10分繳こ停止します。 


国使用方法（巧い方) 

運乾開始（点乂） 


ウインヴボケット巧の火力調節つまみで「白動運乾」と「手動運起 J か‘設定でさます。 
ご希望の運起ちまでご使用 < ださい。 


C ぉ乂順巧） 

■义力調節「自動運転」の場合 


ストーブ床暖房逐お 


火力調節つまみを「自動」にあわせる 


• ストーブの左側面の水位計で、シスターンタンクの規定水量（上暇水位と下限 
水位の間）まで循廣か（コ□ナ床暖房用循環液）び入っていることを確認しでください。 
循環液が入っている攝合は黄色になります。 

循積水は上限が上入れないよラに注意しでください。 

水位び下限拟下の場含は床暖房専巧補巧液を入れでください 












I 乂力調節つまみを「自動」にあわせる 

参ルームサーモによる自動運転となり、設定室温に自動調 
節されます。 

ルームサーモはできるだけ部屋の温度をげ表できる位 
置に取0巧けでください。 

9ウイングポケット内の床暖切換スイッチ 
を r ストーブ単独」に含わせる 

J 運転スイッチを巧して「入」にずる 

♦"点火します"の宣声と同時に「点火します_!と「設定室温」 
び表示されます。 

参予 熱び完3すると自動点乂し、表示び「燃烧中"こ変わる 
と温風び出ます. 


参着乂時、放電富と同時に着乂音を発ずることがありますが、異常ではありません。 

参点火操作から放電(着火)までは、約2分簡です。（室温によりず熱時間びぎか変化します。） 

♦着火後温風が出始めまず。 

参運輯スイッチを r 入 j にしたとき、タイマー表示「表示時刻に運起しまず」び点巧する攝合は、タイマー運短と 
なりまずのでタイマー它ットボタンを巧しでタイマー運乾を解陈しでください。 


室温の調節（自動運起) 


r :^ rrr ' X --:::::;::: .’。け.-;,-.. | -;,..7.;|? | .，の‘。ザ- 爱銷^^?^ 3^^ ^"： ^,^:;占；3二で二肪.,にじ请 ^^^^ ^:..:地 . t ’ .... 广け留掛愚ち^街を苗ぎ旁苗きさおきおおが巧 

ウインヴポクット内の火力調節つまみを「自動 j に合わせるとル…ムサーモじよる自動運輯となり、設定室温に自動 
調節されます。表示部に設定室温に2で）び表示されますので巧のよラに調節しでください。 



室温設定ボタン「高め」を押すたびに1で上昇します。 

(上限 29‘’ C ) 

「巧め」を巧すたびじ15でまでは rc すつ下がり、15でからはいきな 
り icrc ( F 点設定)となります。 

10で設定の場含は自動のに它ーブ運乾表示ランプび点口し、亡ーブ 
運転となります。 

/設定室温を1日でな上に上びると忆ーブ運輯表示ランプ、 

I び消え、じーブ運転びき動目勺に解陈されます。 ノ 


じーブ運転 


ス I -ーブ乂万調節「自動」運転時に微か乂力でち室温び設定室温より上昇する場合、設定室温より約3で上昇すると自動 
6勺に消火し、設定室温まで下びると点乂動作に入ります。これをくり返ずことによりむだな部屋のあたため過ぎを防ぎ 
ます。 

♦室温設定ボタンじより希望の室温設定穫、亡ーブ運転ボタンを押し 
でください。じーブ運転表示ランプび親なし、じーブ運転となりまず。 
它ーブ運転ボタンを再度巧すことにより它ーブ運窗表示ランブび 
消え、たーブ運乾解除となります。 



転 

0 
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卜 

ス 


















1 .特に温度設定しない場含は、自動的に快適マークの位置(設定巧温 
表示の 3 つ目）に設定されます。 

2•床温調節ポタンを巧すとなのよラに巧温調節でき設定床温表示の 
ランプち移動点のします。 

• r お」…1回巧すたびに設定温度を下げる 
-「高回巧すたびに設定温度を上げる 


ご注窟 

参巧媛の温度誕節は、足巧（床暖パ卑ル表愚為蔭);.該爐擦說综较ためであり、部屋ま体の温廬調節ではあ0ま 
せん。力ーペットの表面温度び熱くなりず冀终いま: I 弓读禱窥眞じは十おま憲しでください。 


义力調節（手動調節一手動運転) 




室温設定による自動運乾の他(こ火力調節つまみによるま動义力調節が巧能です。巧のようにしでください。 

•ウイングポケツト巧の火力調節つまみを「微か_!から「大」の間のご 
希望の位置に合わせでください。 

手動火力調節つまみの設定乂力で燃焼します。 
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ごま意 I 

<谏暖虜連运晓の寺截火；万期筋じついで> 

•本ストーブ逸議暖商廣*璋祗火がこよつで変化しまず。パネル歎蠢数び多い 
攝合乂乃讚議が娱いを胃轉けレが證まらないことびあります。お德いのパネ 
ル教蠢数をご辖認巧主其で義逼寶黄に义力の謂節をしでご使巧ください。 

{例;微少乂力でめ頭 i 延藉齒如33畳まででず。） ： 

<} S ネル敷設置数と义力謂節つまみ位置の関探> 


乂力調節つまみ位置 

微か 

か〜 车1 〜大 

燃焼表示 


パネル敷設置数 

3 

4 〜 6 〜1日 


■炎の状態 

ストーブ'の据え付けや給排気筒の設置条件で炎は多か変化します。 


がの状態は、青し償の中にいくらかの黄色.が 
巧（ホ义）が混じつでち異常ではあ0ませお:^ 



床暖パネルの温度調節 

ストーブ巧暖房運起の場音、循環水び設定温度になるようじ自動のに温度調節されます。また、設定巧温表示に快適 
マークびついでいます。快適マークは、床嚴パネルの力一ぺット表面を属ぽ33〜34でく床暖パネル3置の揚台）じ保つ 
循環水温度を示します。ご参考にされると便利です。 


床暖 
現巧床温 































運転停止（消乂) 

.みなみ 3 疑诸*をををを?^窗虽なを巧安唐^^^堪 5 «^芭 

G ■肖乂順序） 
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運転スイッチを押して「切」にする 

♦"消乂します"の音声と同時に、燃烧表示び消口し、「消乂します J 
が点なします。 

参消乂後は本体内部び冷却するまで送風•循環を継続し、約10分 
後に巧流用送風機、循環ポンプび停止します. 

(循環ポンプの運乾はストーブ巧暖運転のみ） 


♦。么注意1 2 S む上家をあけるなど長期間使巧しない場合は、運転が完全に障止しでから電源プラグ 
をコンじントから巧いてください。 

♦が出のときは、必す運転を停止（消火)：しでください。 

♦運範停止後、燃焼室び;ち郝（消火表示び消な）するまでは驅源プラグを抜かないでくださし、。 

ちし、抜きますと、ストーブの表面温度ぴ上昇します。 


現在時刻の合わせ方 



V. ••Asms 曲; W 化 WWW おが b 试^巧化》な#ががが U む!!ぶだ巧ぶ巧; WWWSS 巧!ががを巧 |«【US 出リ!巧巧は!なだな!むけな; Wf みみホが巧 (r ミがむ;。;扣。なががは巧なが巧ぶなみ；みみみおが W リおおむむ 


1. ウイングポクット巧の時 It 調節スイ、ンチを「時計含せ」にします。 
はじめで使巧するときや電源ブラグを長時間旅いたときは、時刻表 
示は一： ，を表巧します。 

2. 時計調節の「時」 • 「分」ボタンを巧しで現在時刻を含ねせます。 


例:午前6時1日分に含わせる場含 

①「時」ボタンを押しで"午前6: 0 0."じします。霞「分」ボタンを押しで"午前6:1己."じしまず< 

午前 r 午前 

6' I ' d . 



S : 日日. 




3.必す時計調節スイッチを「通常」位置にちどしでください; 


ifeMlM 

•必す時計調整スイッチび「通窜 J になっていることを確認しでください。 

♦30 秋な巧の厚電であれば、再通電糧ち現在時刻を表示しますので時刻合わせの必要はありません。 
それが上の停電で時刻表示び一：一一.を表示したら時刻含ねせをおこなっでください。 
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タイマーの使用方法 


■運転時刻の合わせ方 

1. ウイングポクット巧の時計調節スイッチを「タイマー台せ」にします。 

2. 時計調節の r 時 j ’ r 分 J ポタンを巧しでタイマー点义時刻をさわせま 
す。 （ r 分"ま5分ごとに動きます。） 


例:午前6時30分に合わせる攝含 

CD 「時」ポタン対甲しで"午前6: 0 0" じします。 （ Dr お J ボタンを巧しで"午前6: 30" にします。 





午前 

S3G 


これでタイマーじット時刻び記憶されました。 



3.必す時計調節スイッチを r 通常」位置じちどしでください。これで時 
刻表示には現在時刻び表示されます。 


■タイマー運転方法 

ストーブ巧肪厮3卜—ブが曲■嗎 


1. 達転スイツチを巧しで FTVJ じしでください。 

(燃爲中の場含はそのままです。） 

2. 運おするときのご希望の室温または、乂力に含わせでください。 

3. 床温調節ボタンで、床暖温度をご希望の温度にさわせでください。 
(ス1-ーブ床暖房運活のみ） 

4. タイマー t ツトボタンを押しで<ださい。 

[タイマー t ツトしました J の音声と同時に、時刻表示にタイマーた 
ツト時刻び表示され、タイマー表示 r 表示時刻に運転します」び(燃 
焼中の場含は消义表示 r 消乂します」ち）点なし、タイマー運転に入 
ります。 

(このとき本化内部ち巧のため巧流巧送風機、循環ポンプ(ス I -ーブ 
床暖房運拓のみ)び10分間運転します。） 


参タイマーたット時刻になるまでは膀刻表示にタイマー它ット時刻、タイマー表示「表示時刻に運転します」と 
タイマー運乾表示ランプが表示され続けます。 

垂燃焼中にタイマー亡ットボタンを巧すとストーブは自動消义し、運拉を停止します。 


運転入/切 



ご注意； 

•タイマー邏輯は、還摄スイッチび [ TU になつでし巧いと 巧猜 び閱おされません。 

参が出特など麗守中に燃焼を聞始するようなタイマーじットは、巧巧にしないでくだちい。 
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タイマーの解除 


参タイマーじットボタンを巧します。 

タイマー表示び消なし、時刻表示に現在時刻び表示され(時計動た 
コ□ン点滅)タイマー運掠び間除されます。 

•このままであれば点乂表示 r 点乂します」び点口し、自動的に運乾を 
開始します。運転を停止する場含は、運較スイツチちけ方」にしでく 
ださい。 


■タイマーセツト時刻-現在時刻の確認 

♦タイマーじツト時刻の確認 

-時計調節スイ、ソモを「タイマー含せ j に含わせます。 

時計表示にタイマー t ット時刻び表示さ 
れます。 

30 
JU 


•現を時刻の確認 

■時計調節スイッチを「時計合せ j にちわせます。 

午後 時計表示に現を時刻び表示されまず。 


の:孤. 


•確認後、時計調節スイッチは、必す「通常"立置にちどしでください。 


待機時省電カスイッチの使用方法 

111 II 11 I 1.1 11 1 "rrr 一 -. | i.. " - v rr~nrrrrr 1 1 ' I ririirrn^nrinniiin i . — .1 . け , ， 風 . 9 « 5 «* 於.ががザぶ夕みお巧《 

待機時曽電カスイッチを「省電でモード J I こじットしでおくと、タイマー運転中および運転停止時に表示部を消ホ] 
しで、消費電力を 1 W に節約できます。 


参「善電カモード"こすると営電カランプが点灯し、有動のに表示部を 
消口します。（運転中の t ットは、運転停止棲約2秒で表示部を消な 
します。） _ 

参表示部が消口中にいすれかのボタン操作をおこなラと1お間表す、部 

び魚なしまず。 
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■使巧方法 





■タイマー運転の解除 







使用上の注意 


床暖の温度調節しついて 


床暖の温度調節は、足元（床暖パネルの表面温度）の温度調節のためであり、部屋を体の温度調節ではありません。 
力一ぺットの表面適度び熱くなりすぎないよう使用温度には十分';主意しでください。 


循環かの凍結予防（循環液のま入) 


暮ち地だけでなく暖かい地域でち凍結予防及び腐食ず巧のために必す循環液を入れでください。 

•循環液は必すコロナ床暖房巧循環液（別売品）をご使巧ください。他の不凍液を使巧したり、混含したりすると 
製品の寿命か’短くなります。 

•循積液は3をを目安に入れかえでください。（開封した循環液ち含む） 


結露水の処理 


排気管に結露水びたまった攝含は、お買い求めの販売店に点検を依頼しでください。 

本書の「特に注意しでいたださたいこと（ををのために必すお守りください）」の化に、巧の項目についでち注意し 
でください。 

•クリーニンク'店、美容院などの化等棄品を使ラところや温室、飼實室など、動植物の育成裁培に使巧しないでく 
ださい。 

参雷ぴ■発生したとき、雷（誘導雷）により一時的な過電旺か•かかっでち、過電氏防比裝置ろ《機器を保護するしくみ 
になつでいますび、大きな雷（直撃雷など）の場含は、電寺部品を損傷するおそれびありますので、電源プラブ 
をコンたントから抜いでください。 


自己診断モニタ 


ストーブにトラブルび黄をするとトラフ''ルの状態か’設定室温表示に記号表示（有5診断モニタ）されます。 

この場含は「故障’異常の見がけちと処置ち法 J (21 〜22ベージ）をご黄のラえ、必要な赃置をしでください。 

〈宮己診献 モニター費表〉_ 

I 巧 お I ';;巧 J 9 1 巧 巧 方 ミ 去 1 


E 1 

途中 消乂 

巨呂 

不虐乂 

E 3 

対 袋 巧 動 

E 4 

週飄巧比装置巧お） 

E 5 

が気管巧け検巧作動 

E 6 

ルームサー モが線 

E 7 • E 9 

厚 電 

E 8 

疑似 火炎 



お願し、 


燃焼巧送風機異常検出 
ルームサーモ巧絡 
巧流用送風機異常模化 
空気サー吉スタ温度異萬 
表をサー S スタ温度異常 
機巧サーミスタ温度費を 
ポッ トチ熱不足 
ポツト温度ほ下 
JV 卜異常過熱 

畐_ 板不 良 

熱交サーモ作動 
湯温サーミスタ断掠, 
熱^保護サーモ巧動 
湯温サー云ス 


運起スイッチを 
押しで < ださし、。 


電源ブラヴを巧き、 
30がをじ再び入れ 
直しでください。 
(販売店に連絡） 

運転スイ、ンチを 
押しでください。 


販壳店に違絡しでいただく隙は、表示しでいるき案 i 夕ち'彩渡らせくださし、。 
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圍安ま装置 


このス I ブじは巧のよラな安を装置がついでいます。 

すべでの安を装置は、異萬び取り除かれでち再度点火操作をしなければ運輯は停止したままです。 


安全装置 


原因，作動結果 


処置方法 


巧震自動消乂装置 

( 皮こ ;I 表示 ） 


♦強い i 也震や衝擊を受けたとさ 

ク 

-自己診断モニタ [ H ] 表示 
-白動的に消义 


>地震[こよってた動した場ち、同 
固の巧燃物、機器の損僵、ミ由ち 
れ、給排気窗のはずれなど異常 
か‘ないことを確認しでから点火 
操作をしでください。 


点义まを装置 
燃焼制御装置 

♦フレーム□ツド 

臣 3 表示 • お 1 表示 

(透中消义） （不着乂） 


参点火 S スをしたとぎ 
鲁途中失义をしたとき 
参載び異常にルさいとき 


白己診酣モニタ应 I ' l 表示または 
(10 表示 
白動のにミ肖乂 


♦「日雷の点検-手入れ」（幅’18〜 
20ページ）をしでか6な义操作 
をしでください。 

•なおち異常がある場合は、お買 
い求めの販売店にご相談くださ 
い。 


停電安を装置 


臣 II 表示 • 厕表爪 

(30 砂]^上 ） ( 5砂]^主、 
ぃ〇妙未満 i 


•停電したとき 
•要源ブラブび抜けたとき 


ク 


通電樓有己診敞モニタ广と~ 7] 表示 
または〇表示 
S 動のに消乂 


♦ If での揚さ、時計などのじジ S 
をしでから、点义操作をしてく 
ださい。 

♦ if 31の場含、适電を再点乂操作 
をしでください。 

参電源プラグを確認しでください。 


過熱防止装置 


♦過熱防止サーモスタット 


(を） 

95で 

(左） 

10巳で 

♦サーモスタット 

1巳5で 

i[E'-l 表示） 



♦フィルタやストーブの前面びふ 
さがったとき 

♦ストーブの前窗じ障害物などか‘ 
あるとさ 

♦熱交換器が異常じ熱くなつたと 
さ 


白己診断モニタ i £ り I 表示 
白動的に消义 


•原因を取〇條いでから点火操作 
をしでください。 

■ サーモスタツトび作動した焉含 
は、 I 」 じ、 ソトボタンを押しでく 
ださい。 



リたッ ト ボタン 



国その他の装置 



排気管巧け検巧装置 

( 丘二^〕表示） 


原因-巧里!お巧 


♦が気營の接続部がはずれたとき 

•が気管おけ検巧巧リード線びは 
すれたり、が線したとき 


ク 


白己診断モニタ IT 引表示 
ストーブの運転を信止 



•給排気筒および排気管の接続部 
に、はすれ-ゆるみびないか確 
認しでください。 

•が気管巧け横知巧リード線のゆ 
るみまたは、はすれ•のれびない 
か聰認しで<ださい。 夕三;;^ねじ 

お排気筒 C を 


給気 

キヤツブ 


が気菅抜け 
検知用リード線 


燃焼巧送風機異常検出装這 

( [^n] 表示） 


巧流苗送風機異常検出装置 

( 面〕表示） 


過電流防止装置 

(表示部全消な） 


>回乾数び貢帯にほ下したとき 


〇 


• 白己診断モニタ巧す!表示 
■ ストーブの運乾を厚止 


•回転数び異常じほ下したとき 


〇 


-有己診献モニタ (1 と J ち示 
•ストーブの逐质を语止 


•内部配綜のショートによ〇過單 
流び流れたとき 


〇 


電流ヒュースびのれ、すべでの 
運症を停止 


参異萬お下の原因を取り除いでか 
ら点火操巧をしでください。 

•なおも莫常びある揚含は、お買い 
ホめの販売店にご巧験 < ださい。 


♦異常お下の原因を取り除いでか 
らな乂操作をしてください。 

♦なおち黃常びある場含は、お買い 
求めの販売店にごホ目談ください。 


参お質いホめの販売店に修理を彼 
頼しでください。 


循環か過昇防止装置 

( いこ0 表示） 


異常温度検巧装置 

(磯巧サーミスタ） 

( rr 百!表示） 


>値環かび極揣じ減がしたとさ 
け盾環水か’循環しないとき 


ク 


-自己診献モニタに。表示 
■ス I -ーブの運起を厚止 


参フイルタやス I ''ーブの前面び 
ふさびつたとき 

•ス I -ーブの前面【こ障害物など 
がちるとさ 

ク 

-自己診断モニタ居互]表示 
-白動のに消义 


>循環水の量を確認する等じより 
循環水過昇原因を取0除いでか 
ら点火操1■乍をしで < ださい。 

►なおち貢常か布る場含は、お買い 
求めの販売店[こご相談ください。 


>原因をおり陈いでから点火操が 
をしで < ださい。 

おも [ T の表示び出る場含は、 
サーモスタツトのリたツトボタン 
を巧しでください。 

(が16ぺージ） 


♦燃焼中に停電したとき、萬通電直搜 （ CLD または圧互 j 表雨点火操作をするとに包]表示び出ることびありまず 
び、これはストーブの温度び一時的に上昇するためで異常ではありません。4〜5お帯却した後に点义操作をしで 
<ださい。 





















圓曰常の点検•手入れ 

点検-手入れのとをの注意 

点検.手入れはお乂を、ストーブが十分ちえてから必す電源プラグをコンじントから巧いでおこなつでください。 


注意 I 題気部品の分巧や巧販思との巧換はお巧にしないでください。 


点検•手入れの必要項目、時期、方法 

||- I --- 1 --Till I .. I- - - 广 广 | 一 iTi --|-rt-- 一 ......ri rm .-i nr • ■H I 一 rri i n -m i i ii im i ii iiimi ii ii n ' ’,- | 'i. け ，’ .n.，'"，.".. 

■周囲の可燃物（使用ごと） 

♦。私 注意 I スト^ブの周困は、常に整理•掃踪し、燃えやずいちのを置かないでください。 


■ほこり•ミちれ（使用ごと） 

•ほこりやちれをそのままにしでおきますと、油がしみたりしで危険です。 

ストーブはいつち清潔にしでご使巧ください。 

■油もれ.油のたまり-油のにじみ（使苗ごと） 

♦置台.ミ由タンクにミ由ちれ-ミをのたまりや油のにじみびないか、とさどさ点検しでください。 

また、給巧の隙にこぼれた巧ミちはよくふきとつでください。 

mrnwh 

♦ミをちれがある場含は、お買いをめの販売店に懷理をめ頼してください。 

■ゴム製送油管の点、検-交換の目を（シースンの巧め） 

盛 ; a 

•ゴム製送油管は、屋がで使巧しないでください。 

塵外での使巧は禁止されでいます。 

参屋内でコム製送ミ由管を使巧しでいるときは、隐潤、収縮、変質、襄升ミ、ひび割れびないか確認し、欠点があ 
るときは交換しでください。 

交換の目安は、3ホに一度でず。 

■油タンク（シーズンの初め、適時） 

•ミ由タンク巧は水やごみがたまりやすいちのです。給ミちのとき、点検してください。 

ミ由タンク内のか抜きおよび掃除は、'法タンク付属の取扱説明書じしたびっておこなつでください= 


■給排気筒の接続部のゆるみおよびトップの周图（使用ごと) 


給が気筒 



( P 40 4種 D ) 


参給ち t 気筒およびトップの同涵に障害物を置いでいないか、ときどき点検 

しで < ださい。 


メスオスエルボ 

〇 


参給排気筒びつまりますと、不完全燃焼をおこします。シーズン巧めには 
必す点模し、くちか•巣をつくったり異物が'入っでいるときは、必す掃除 
ストーブ 接続側しでください。 



Q '」 ング 
( P 40 4種 D ) 


>繪排気筒および排気管の接続部がはすれたり、排気管巧け検知用リ 
線びはすれたり、敞線していないか点検しでください。 


K 


t 給排気筒を一度おりはすしで、再び取り巧けるとき、が気管の接続内部 
じはめこんである0リングび破損しでし、なし、か確かめでくださし、 


麵身!… 

•破損しでいた場含は、お買い求めの販売店に交換を巧頼しでください。 
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■定油面器のストレーナの掃除（適時） 

•定ミ由面器には、ごみを除くためのストレーナびついでいまず。ごみびたまると、な油の流れをさまたげで不着 
乂や适中消义の原因となります。巧のよラに掃除しでください。 




参'油タンクの送巧八ルブを閉じでくださし、。 



参ストレーナの掃除□じ八ガキなどの層紙を差しこんでミ由乃イドを作り、 
その下に容器を置いでストレーナの止めねじをゆるめではすしでくだ 
さい。 

定巧面器のちれた巧油やごみび全部流れ化まず。 

畢 

♦ストレーナを取り出しで、きれいな灯油の中ですすぎ洗いをしでくだ 
さい。（水で洗わないでください。} 

•。刷 

組みな てるとをは 

島♦ストレーナ：！ムパッ.丰ンを忘 rt ないようにしでください。 

:♦ストレーナを掛こ入れないでください。また、廚部篤哲)が必奇 
n . 在境になるよラに取り巧けでください。 

参スト比めね技を蟲くしめ巧けでください。 h 

♦逆をれびないか確霸私でください。 


■フィルタの掃除（週に1回 LU 上） 

•对流巧送風磯のつィルタびごみやほこりで目ブまりずると、送風力び弱くなり排気温度上昇やストーブの表面適度 
が■上昇する原因にな0まず。（過熱防止装置または機巧サー S スタの働きで運転び停止する摄含びあ0まず。） 
運輯を停止してから:欠の要領でス1-ーブ裏面のフイルタの掃陈をおこなってください。 



♦だ図の矢巧のよラにフイルタを上に引きおし、ス t ブ裏面から取り 
はすしでください。 



♦フィルタじ付着したほこりを掃除機で吸いおつでください。 



参掃除び終わりましたら、ちとどおりに取り付けでください。 


ま^フイルタをはずしたまま運巧しないでくだをい。 

3イルタをはずした状おで運転しまずと、力ーテンなどを巻さこん 
で义巧になるおそれがあります。また、手などをみれるとけびをず 
るおそれびありまず。 


■地震などの災害び発生したとさの点検 

♦地震などの災害び発をし、ストーブじ振動や衝擊び加わったときは、運乾前に必す孤の点検をおこなってください。 

-給が気茵まわりのはすれ、ちれの確認 
-巧'逆配普からのちれ確認 

点検で異常がみつかった揚合は、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 
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■循環水の補給（適時） 

♦シスターンタンク巧の循廣水は、かしすつ讓発しますのでときどき確認しでください。循環水び不足しでいる 
焉含は、そのつど規定水位まで床暖房専巧補巧液を補給しでください。 


指水ガイ 




1.スI-ーブを側面の給水□扉を開き、給水ガイドを取り出しでくださ 
し、。 



2. シスターンタンクのキャップをはすし、給か方イドを取り巧け、水 
位計の規定が位（上限水位〉まで循環水（床暖房専屏補巧破）を入 
れでくだをい。 


• コ□ナ视正床暖房制盾預液は、凍結予防の化に床暖房に使用される磯器（ストーブ•.床暖パネルI配宦部品 
など）の防鐘如栗を目的に作られた循馬あで、すでに规かで適正なお度に調合しでありますので試運転時に 
はこめままストーブじみれでください。 

•他な綻柄の防鏡剤、不凍液（特に車雨苗など）を使用したり、涯含したりしますと防錯効果か’発揮されす儲 
器の耐ス性がそこなわれたり、化度びあわすポンプの性能び十分発揮されすに沸騰しでしまラことびありま 
ず。. 

♦ 循廣漉は、萬温では引义しませんび、り日熱されたストーブの上などにわ、かると着乂ずることびありまずので 
敢り撒いじは十分を意しでください。： 

♦循環液は3巧を目费に入れかえでください。（開封した循環液ち言む） 

• 循環液の凍結温度は、 一2 日でに調合されでいます e 


■温水配管の水もれの確認（適時） 

♦ス I ブ内部や温水配管接含部から水ちれがないか確認しでくださし、。 


媚定期点巧 

長期間ご使巧になりますと、ストーブの点検か‘必要です。 

2シーズン[こ]回程度、シーズン終3獲などに点検を実施しでください。点検のご相談は、お買いあげ 
店または修理資格着〔佩）日本拭由燃焼機器保守協含 (TEL03-3499-2928) でおこなう技術管理謂 
磬舍修3者（扫ミ由機器技術管理±)など〕のいる店までお問い音ねせください。 
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湿水 R 着びつぶれでいる。温がりレブヴ菌じでいる 


シスターンの精误水不定 


おが気窗トツブ巧输びおおわれで。る 


巧電びあった巧砂 お 上30妈巧満~£ g 表ま 


表示）' 


長時固傳霉があった （30 おな上一£ 


•すすびぎ麵にがち0た: 


指があ盾接爲部びはすれでいる。すきまがある; 
が気宫巧け凑巧巧リード結節ろ接続のゆるみ L : 


油をれがちる 


おが気廣のつま0 


ルームサーモ巧巧位 S が香い 


爸拚ち茵ェますち当のため逆面現まがおる' 


を巧の出□の巧に坦害巧ヴ友る 


巧流思送を ㈱ の フイ ルタにほこりがたま ウ た.'' 


をが気馬の設麵び呈華巧りでない。巧気爱が畏すぎる 


定巧画器に化，ごみの白ブま0ヴおる；' 


ごム典ま巧 S じ空巧だま0か友る. 


巧巧のレブびなま: ごで し、る' 


否涵プラグを〕ンじシトに g しこん巧し、なが 
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E 1 


fH 


■使用中に異常がありました目、次表により原因を調べて処置をしてください 

原因びねからないときや処置びむすかしいときは、お質いホめの販売店、またはお近くのコ□ナお客様 
ごす目談窓□じご連絡ください。 

X 設定室通表示に自己該がモニタび表示されます。 


画巧 


参 


異常の見分け方と処置方法 


■巧のような現象は故障ではありません 

修理を依頼される前にちラー度お確かめください。 


祝めで使巧するとさ、煙やにおいか’おる。 

耐熱畫料やほこりが焼けるためでず。 

しばらく窓をあけで換気をしでください。 

すぐに点乂しない。 

予熱点乂ち百:のため予熱時間び2お程度必要です。 

(予熱時間は室温(こよりをみ蜜化します。） 

燃焼開始時や消乂後に「ピチピチ」といラ音 
がする。 

本体内部が熱により膨張、収縮するためです。 

点乂時に「ボン」と音びする。 

点火ずるとぎに発生する着义富で、異萬ではありません。 J 


(巧没が巧) 


点义時•消义時 


萊ット姬あお互 


gi 裝】 


皆受しない】：-':;;:' 


UJ 透が菱) 



















































拉注意い!源の接続：（む/-2ベ-巧のの容を冉巧する 


おおつでいるちのぞ取〇陪く 


点义揉作をする 


再 


設定室温、時刻などを它ットしち度点乂操作をする 


すすを取り除く（販売ちに修理を巧顆する) 


接が気筒接続部のはすれを直ず 
ゆるみを直す 


ちれ窗巧を紹め直す（販亮店に修理を巧頼する) 


接が気筒を掃おする 


逼をな巧童におり付け直す 


指が寅商の取り巧けを逗正にずる 


度害物を巧り悴く 


フイルタのほ. 


_りをブラシなどで括巧をする 


夏を适〇に薛 S する 


ちか化プをしめてストレ-巧はすし解巧る，’ぶタンクの水 5 巧く 


U ム製送'涵营を振る。山おじなつでいる巧は平らに直す 


ぶ迸バルブを巧く 


19ベージ「巧度などのが S が発ましたときのなを'のな读 
頂有を涅韶し.巧琵スイッチを巧し直し再お义する 


コンむントに度実に是しこむ 


停電したときの再通電直後（〇または 
臣2)表示）点火操作をすると、£国表示 
びホることびある。 


停電によりストーブの温度が一時的に上昇するためで、異萬で 
はありません，4〜已分をがしたをに、点义操作しでください。 


巧莊ぎれの際、一瞬おび大きくなつで消义する。 


異常ではありません。 


給排気筒の先端から連続のに白煙か‘出る。 


列気温びほくなると、が気刀ス中じふくまれでいる水暴気び白く見 
えるためで、異常燃焼による白煙ではありません r 


青おの中に黄色い炎ホ乂びミ 


じる。 


異萬ではあ0ません。 


■BflDflr 

■■■■■■■■巨 ■■ 

国■■■■口■■■■目 

1 ■ 


乃ラス円簡びすすける 


巧油のにおいびする 


置をたでで嚇える 


おび大きくならな S 


室混びおいのに义び 
大さくならない 


電源ヴ入らない 


爆発的な燃焼をする 


正お運おするびパネ 
ルびあたたまらない 


黒煙をおしで燃える 


振動が大き S 


沸騰音びする 


燃焼時•その他 
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規をが位までお巧液を入れる 
お化配管のつぶれを直す。湿水バルブを問く 










































部品交換のしかた 

■部品交換のとをのま意 

A ; 主意1 不完をな修理、調整はを険ですので、部品の巧換、調整び必要な場合には、お買い求めの販売店または、 
惨理資指ち〔(財)曰本石油燃焼機器な守搞舍でおこなラ技術管理養習舍修3着(扫油機器巧術管理±)など）のいるお 
売店にご相談ください。 

が品交巧はご[□ナが GIEgR 品とご指をください。 

部湿ごえ活の隙に:は、. 'コロナ製爺取扱販売店でお掌巧な pKMShi :. ご搶產黨挺读:お。鳴卢;;: i 甲輔卿骗聽 i 謡; h . 
純あ部攝お外の部温を.ご糖おにな巧まずた、:性能が ■Sill 津兹れなな强か轉鮮、';.'寬お卓或を穎繞杉担琐懸較洗1;;! 
事故の原賣仁な〇ます。^ .. 



消耗•劣化しやずい部品（交換が必要な部品） 


■長期間の使巧によりお巧 

•バーナヘ、ソド 
♦バーナヘツドリング 


劣化しやすい部品 

♦電極(点乂プラヴ) 
♦つレーム□ツド 


■巧 巧- 不純な巧の使巧によ0第化しやずい巧お 

♦フレーム□ッド •気化筒 •電磁ポンプ 


旧保管 (長期間ほ用しない場合） 

おしまいじなるときは、曰萬の点検■寺入れの頃を参照し、次の要領で保賣しでください。 

1•電源プラグをコンたントから巧いでくださし、。 

• r 么ミま巧 ！長期間使巧しないときは、電源プラグをあいでください。 

2•油タンクのを巧パルプを巧じでください。 

3•フイルタの括なをしでください。 (に矿 19 ぺージ） 

んを巧面器巧のななをずべて巧き取つでください。 （に矿19ペ-ジ） 

5•本化のごみやほこりを取つでください。 

♦掃陈磯などでごみやほこりを取り席いでください。 

6•ホ:化をしめらせた巧でちれを落としでから、からぶきしでください。 

7•ストーブは据え巧けたまま®宙しでください ~ 

•温風吹化□や背面の フイ ルタにほこりなどびたまらないよラカバーなどをかけでください。 

♦どラしでも取りはすしで保管されるときは、ポリ袋を力、ぶ;せ、乾燥した揚巧に横倒しにしないよラおしまいく 
ださい。 

♦巧暖の配管を接続したままで保管ずる場合は、上限が位まで補給しでおいでください。 

•ス I フ''内の循環水を拖いで保管ずる場合は、エアー抜さ/りレブを開いでおき、エアー振きバルブ配管内も乾 
燥させでください。 

•巧シーブン(こ据え巧けるときには、必すお買いずめの販売店に依頼しでください。 

♦巧扱説巧巧をホ胡に保おしでぐださしも;; - ./ 
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UH - FGX 701 <F (基 本型す UH - FGX 70 K 5) 

:-屋巧苗-強制給が気お-強制巧流お-床暖房巧 


電巧点义な _ 

灯油 （ JIS 1 号灯ミ由） _ 

ぉ大 r 制、 


0.78 L/h 


最小 

0.22 L/h 


脂 1 -T /口 A ■ 

ストーブお独運お 

0.766 L/h 

0.201_ル 

発熱霊 

床暖房運転 

28,890 kJ/h 

8,1己 OkJ/h 

ストーブお独運転 

28,370 kJ ル 

7,410 kJ/h 

^7? 

床暖房運転 

86.6% 

87.5% 

ぉ朔举 

ストーブお独運転 

86.0% 

87.5% 

曲届みわ 

床暖房運較 

e.gskw 

1.98 kW 

巧巧巧ノ J 

ストーブお独運転 

6.78 I<W 

1.80 kW 

最大床暖房出力（床暖房運転） 

最大燃焼時 1 .日化 V 

V 循罵水量 180 L/h 


標準適室 


床暖房運活 


ストーブをな運乾 


巧 局. 

最 お 
温暖地 
寒ち化 
温暖巧 
暮巧地 


本が が 容量 


床暖房用熱な換器の最暮使巧圧力 


電 

源 

電 

圧 

及 

び 

周 

波 

数 

みげ 



床 

頃 

房 

運 

転 

な巧 

が員 

笔の 

ス 

卜— 

ブ 

1 

独運 

お 

ホ 

パ 

ネ 

ル 

の 

接 

統 

を 

m 


温か 配管 接続 □ 
給排気商の型式の呼び 


給排 

気筒の呼 

び径 

給が気 

筒の壁質通部 

の孔涅 

Ht 毎、で床暖房 

運拓 

"n W '•uu ' X ストーブ単独達乾 

電 流 

ヒ ユ 

- ズ 

巧 

を 装 

置 

そ の 

m の 

装 置1 

柯 

属 

品 


_ 87.5% (巧暖房及びストーブ 単独遷函目蟲微かのとき） 

_86.0% (ストーブ単独運較目盛大のとき) _ 

__ 木造 29. 5が （18 置）コンク1」ート41.日 が （2 日置) _ 

__ 木造29.5がリ S 置）コンクリ ート48.0が （29 畳) _ 

__ 木造 29. 5がリ8置）コンク1」 ート 39.5 mj (24 置) _ 

__木造29.日が (1 8 置）コンク I 」ート 46.0 rrf (28 置) _ 

2 L (器具内蔵シスターン上限水位時） 


シスターン大気開放 


富さ600 mm 幅 698 mm 奥巧 298 mm (置台を含む） 


33.5 kg _ 

100 V 50/60 H 之_ ' 

最大消賣電で 880/880 W (点火時） 

燃お時消費電 力 50/60 W _ 

最大消費電で 860/860 W (点火時） 

燃焼時消費電 力 31/33 W _ 

_ 4.己〜16.5が （3 〜10置）（最大燃焼時) _ 

外径 ニップル _ 

QU 4-8 A ___ 

D 40 


_ (p /5 mm 

260で U (下 __ 

260でな下 _ 

_ 日 A • 1 己 A __ 

巧震き動消乂装置-点火安を装置 
燃焼制御装置-停電安を装置 ■ 超熱防止装置 
過電流防止装置-排気管おけ検巧装置-燃焼田送風磯異常検出装置 

対流巧送風機異常横お装置-循環水過昇防止装置 _ 

お排気筒たット1組-スリーブ1個-歷熱板1個-本体固定を具2個 
パックチューブ 2.5 m • コ"ム製送ミ宙管締巧バンド2個 • 画量制御板1個 


標準適室は、な回ま人-曰本ガス石油機器工業含の貨定皇準によります。 
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アフターヴー ビス 


■保証について 


参このコ□ナ召泣ストーブ(こは保証書び巧いでいます。 

保証書は、必す「お買いあげ日、販売店ち j などのお入をお提かめのラえ、販売店からお受け取りくだちい。内容 
をよくお読みのあと、大切に保管しでください。 

参保証期間はお買いあげいただいた曰から1巧間（本な）でず。（燃焼部分は3年間） 

♦巧のよラな原因によるお晴および、事かにつきましでは、保証のが象じなりませんので';主意しでください。（詳し 
くは保証書をお読みください。） 

■変質な油や不純な油など、また I な巧な外の燃将使巧による故障や事な。 

■誤った使巧ちまによる故障や事古文。 


■修理を依頼されるときについて 

♦「故障-異常の見分けちと赃置ちま _!( ( t 燕つ！ ■ 22ページ)の頂にしたがってお調べください。直らないときは、ご 
使用を中止し、必す電源プラグを抜いでから、お買い上げの販売店にご連絡ください。 

♦ご連結いただきたい内容は巧の通りでず。 

の品ち CD 型なの呼び感お買い上げ曰@巧障のが巧（出来るだけ員体のに） 

♦修理に隙しましでは、保証書をご提示ください。保証書の規定にしたびっで、販売店び修理させでいただきます。 
♦保証期間び過ぎでいるときは、修理すれば使用できる揚含には、ご希望により有料で修理させでいただきます。 
•ご不明な点や修理に関するごす目談は、お買い上げの販売店または、この取扱説お書の裏表紙に記載されでいる「お 
客様ごす目談窓□」にお問レ合わせください。 

•修理料金は、紛府料、部品げ、出張料などで構成されでいます。 


m 修用胃巧品について 

巧では、この製品の濡修巧粧游部湿を致造巧ち切り後這?!巧傑お U でいまず。'^. 

，補修巧®能部品とは、をの轉靖の機能をお持ずる jT こめ括です。 

■が巧 W 巧理め際のも 

が3寛い上げの藤軍店または、ご诞載お説昭藍の廣表無たれている f おさ横ご巧鼓窓。」.たご連おください。 
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国据え付け•移設 

据え付け-移設工事は販売店に依頼ずる 

巧祥印を号 ^•一‘。•イ 巧早苗 故二 I ごににだ 巧 巧に‘が瓜ご なをぶ 田み g ぷむ拴 巧内,巧 が^^み £>^クか' ’ミ,： 9.巧のをかみが* se «^ 化 ew ぶ佑#か巧於23巧恩編おけを洗を徒をおぶ盛^销を巧巧 i 矜扇巧巧海^9を 

おえ巧けや移設工事は販売店または据え巧け業者に依頼し、お客様ご自島では巧わないでください。 

据え付け場所の選定巧び標準据え付け例 

: 畔ち S 早 ■ ザで 早夕 gtjgese^ 巧町 巧町血 ’:‘ ぶむ西 啤 ' 巧 ft. 鐘 K ぶが 全出 6aq»a^gLr<Ji 曲 l iiij 化 i w かけ Z ■ ■ W || |I" | I 1 r|nnr'» ： lw9>1 IH H iHfHfUli^* 

据え巧けについでは、乂ぶす防条例、電気設備に関する技術畐準などまちの薑準があります。工事説明書（工事編） 

の「特にを意しでいただきたいこと（安まのために必すお守りください） J をお読み(こなり、販売店交は据え付け業 
吾とよくご相談ください。また、「標葦据えなけ例」についでは、下図を参照しでください。 

標華据え付け例 

側 雌 .; ; ;:; jp 誠 电 . ，口 , 1;. パ ， . I. - ，， • り ,. ■ •■* . 二...•バ i ‘nr じ。 - ， ’■ 度航 ‘ 。 ". が "…""" uiJ, — ft «iB«BWB»wiiWMWWMWiwiwwwMi»g»<aMWPc*iwwwiiawwMg? HHM»aa w • ル 滿巧で兴がぉ 心すホ访 ぉ 

ス I -ーブの据えなけは下図を満足させる位置に巧0巧けでください。 


'.可が巧'.,、.‘、 




哥说巧 • ， 


© ;;| 

S . 



‘、 ••,•’； •，‘ 巧が巧ン 


♦測方障害物は、両側にあってちよいび給挑気筒と障害物、司燃物との距離は4日 cm な上とっでください。 
•前方に厮や建糊びある場含は給排気箇先端と前方障害物との距離は 60 cm お上離し、かつ上ちおよび両測方に気 
流を阻止する障害物びないよラにしでください。 

♦給排気筒下面は地面から 20 cm が上寵すよラにしでください。なお積雪地轉では、給排気筒先端び雪でふさがれ 
るおそれのない高さを超保しで < ださい。 


[マントルピースなどに設置ずる場合のストーブ周囲寸法] 



本な留ぞ金 S 

(巧 R »>、•. 


150 CT 

なと 


R 


ストーブ前面がを面よ0 
巧側に入らないこと 




的义性能認証品ですので5^^ののブをで設置できます。 

障壺 

♦テレビやラジオから 1 m お上離しでください。 

♦点横-ま入れのためストーブ左ちの離隔距離は、在測巧 cm む上、ち側2日 cm な上じしでください。 

♦熱に弱い力一ぺジトや巧の上で長時間使巧ずると、変哲したり、そり返ることびあります。 

参水造の建物で壁にメタルラス張り、ワイヤラス張り、または金属板張りをしである揚巧に給排気筒を通ずとき 
は、それらのを属部に接しないよラに電気的絶縁をしで<ださい。 

•堅に巧をあける焉含、壁の内部にある電気配線.刀ス* ?大道の配管にあたらない攝所を選んでください。 
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♦遮熱板の取付方法 

1•前面ガードを取りはすします。 

図の©部を持ち上げで□、ンド下測をおさ、 

巧[こ⑤部を下げで□ッド上側を搬くと、 

感前面ガードびき前に◎乾しではすれます。 

2. 適熱栃を取り付けます。 

取りなける□ッドの位置（下から日本目と 
7本目）とかむを確認し、□ッドをかし 
巧しなびら適熱板をはめ込みます。 

ほラろラ加工を痛めますので、□ッドの 
押し過ぎに注意しでください。 


3. 前面ガードを取り巧けます。 

はすした時とは逆の手順で、□ッド上側 
から差込み、持ち上げで下側を差込みます。 

参位置を闇違えまずと、遮熱の効果び得られません。 
正しく取り巧けでください。 


厦下げで巧< 



申必にさせでください 上げで巧く 



云ゾに入つ 
ていること 
を確認する 


給排気筒を延長ずる場合のま 意 

参給排気筒を延長する場含は、 3 m 3 曲がり凹下で取巧けられる場所を屢定しでください。 

積雪地区におけ る注意 

•積雪のきい地ちでは、積雪時に給が気筒か•雪でふさがれないよラな取巧揚巧を選定しでください。 

また、風びよどむよラな場所では、が方スを再度吸い込んで不完を燃焼を起こすことか‘あります。 

据え付け後の確認 

据え付けか‘終ねりましたら、をラー度、工事説明書（工事編）の「特にま意しでいただ言たいこと（安をのために必 
すお守りください）」をお読みになり、工事説明書（工事編）（こ記載されでいるとおり据えなけられでいるかどラか 
を確認しでください。 

遮熱ネ反の取巧ち法 _ 


•適熱板はストーブ前面の床面の温度上昇を防ぐものでず。 

熱に弱いカーぺットや床の上で長時間使用ずると、変色したりそり返ることがあ 
りまず。 

巧面の温度上昇び気になる場合、下図のよラに遮熱板を前面ガードに取り付けて 
ください。 




下から7本0 


下から5本目 
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試運転 

試運転は販売店または据巧業者とごいっしょに必すおこなっでください。 

■運転準備 

注意 I 電源プラヴをコンたントに根元まで確実に差しこんでください。 

鲁ミ由タンクに給ミ由し、送ミを経路の空気抜きをしてください。 

♦送ミを経路やス I ブより油ちれがないか確認しでください。 

•配管遗中(こバルブなどびある場含には、を開にしでください。 

鲁定ミ由面器を t ツトしでください。じぞ^定;由面器の它ット8ページ） 

参タイマー運転になつでいませんか。 


■循環液の給水方法 

1. 給水前に エア… 抜きバルフ カ <全開に なつで いることを跑認しでください。 
(エ攝出荷時には開いであります。） 

必す全開にしでください。 

2. ストーブ左側面の給水□扉を開き、給水方イドを取0出しでください。 

3. シスターンタンクのキャップをはすし、給水乃イドを取り巧け、水位計の規定 
が位(上限水の）まで循環水（コ□ナ床暖房巧循嚴液)を入れでくださし、。 


4. 遠琵スイッチび「防!」(こなつでいることを確認しでください。 



巨.操作部の床暖晒換スイ、ンチを「ストーブ床暖」じじットしでください。 

る. 操作部の床温調節ボタン「高」 n 氏」を同時に5邮間巧し続けでくださし、。 
•循環ポンプび運転を開始します。 

(表示部の床暖表示部分び点'®します。） 


占 k 

皮 一 

ミ;;1""; . 

〇回 

U r 

巧 

»し 

:雨、,1, 




7. 器具の左幫面にある往きと戻り両方の温水ジョイントのコックを「開"こしで 
ください。 

•2 ◎路配管の場含は、項目7、8を1回路ずつおこなつでください。 

8, シスタ…ンタンクの水位び下びり始めまずので上限水位まで循罵液を給水し 



コック問のとき 



問のとき:里びお J 


でください。 

(シスターンタンクのか位が下がらなくなるまで給水を続けでください。） 


♦温水配管施工などの関係で、エアーおきバルブではエアーび'扳けきらない 
場合は、次のちまがあります。 

'温水往き□のコックを「聞」にしで温水配管接続をはすし、コックを開 
いで循環がをかしすつ流し、エアーを抜く 
、（循環液がこぼれないように客器を巧意しでください。） 



9. シスターンタンクのか位び下がらなくなったら循環液の給水は終3です。 
給水ガイドをはすし、キャップを確実に締め込んでから給水ガイドを元に戻 
しでください。 
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10 .エアー抜きバルブを「亂じしでください。 
参循環ポンプの運起音び静かになりまず。 


2. 温水配営経路にかちれのないことを禮認しでください。 

3. 票帯びなければ火力調節つまみを「微か」〜「大」に設定しでください。し 
ばらくしで床暖パネルび暖かくなることを確認しでください。 

♦炎の状態は、青い炎の中にいくらかの黄色い炎啸义）び混じっても異常 
ではありません。 

4. 2回路配管 （2 部屋配管）の揚合は A 回路-巨回路のそれぞれ温水往き□.温 
水戻り□が間違いなく配管されでいることを確認しでください。 


運乾スイツチを押しで「入」じしでください。 

♦ 「な乂します」の音声と同時にな火表示「点火します」び点巧します。 

♦ I ごミま觀1 のめでお巧いになるとぎは、耐熱蛋巧などが焼けで煙と臭いびで 
ます。おをあけで部屋の換気をしでください。 

参約2分後、点乂表示が消なし、燃焼表示び点なします。 


参運輯は、ストーブ床暖房運乾でおこない、正常に達輯することを確力、めでください。 


ス I — ブ陳暧摄 


11.温が配管経路に、水ちれのないことを確認しでください。 

•運転の途中で巧暖パネル等にがちれか’あった場含は、操作部の巧暖の換ス 
イッチを「ストーブ単独」(こしでください。福環ポンプが停止しまず。 

(表示部の床暖表示部分は点滅したままでず。） 

ふたたび運乾を開始ずる時は巧暖切換スイッチを「ストーブ床暖」にしでく 
ださい。 




12.真常のないことを確認したら完3ですので操作部の床温調節ボタン「高」「お」 
を同時に押しでください。循環ポンプが停止します。 

(表示部の床暖表示部分か’消なします。） 


■運転 









■消乂の手順 


ストーブ床暖房運短 


•運転スイッチを巧しで「切)」にしてください。 

「消火します J の宣声と同時に燃焼表示か'消口し、消火表示「消乂します J 
びな'丹します。 

•消火渡は本体内部び;ち却するまで送風-循罵を継続し、約10分接に対流 
巧送風機、循環ポンプが'停止します。 



参正萬運捉しない穏台は、21〜22ぺージ「故障-異常の見おけちと処置ちま」を参照しでください。 

•保守-点横.長期間の保管などのために循環水を拖く場含は、エアー旅きバルブを開いでおこない、エアー 
拖き配營の水のが水をしでください。 

参長期間の保管媛、再び設置する場含を「試運転」の手順にしたがい試運転をおこなつでください。 


-メモー 



FAX (03)3927-1160 
FAX (03^3927-1130 
FAX (029)241-4268 
FAX (047 312-8338 
FAX (048 651-6370 
FAX (029 S 36-1913 


デ 114-00 日 3 
t 114-0003 
T 310.0852 
甲 270.2222 
T 331.0811 
"305-0861 


復岡巿博多区を比巧 2-2-40 宁81 2-0007 T 巨し (092)474 -日771(巧ち） FAX (092 H 74-5775 

活巧巿巧き区乗比巧 2-2-40 〒31 2-0007 T 巨しの 92)474-6001( 巧き ） FAX く 092)474-641 4 

化九 :)、 h 巿ル意； 3 C 区ミき 2-6-4 〒8の，0828 TEL (093)692-851 1(巧ち〉 FAX ’ で 93)592-8666 

鹿巧夏巿田上7-け-5 干 890-0034 TE _(099)2 S ’ 一132 U 巧表） FAX (09 が281 - 1252 

龍で巧尾ノ上 1-1 M 2 〒が 2-091 3 TE _(096)567-7361(1+ a ) FAX (096}369-6323 

長崎県西很巧卽[き違町を属勘お店74-1〒851-2106 TEl (095) が 2-7710( 巧表） FAX (095)882-7767 
客喷巿括冨 3-59-2 〒88 C -0032 TEL (0985)29— 1 SSC (巧表） PAX (0985)25-0685 

大分巧云1左 I 、 1 9-*? 〒87001 OS TE 1_(097)523— 5161(巧表） FAX (097)523-5 162 


で 731-0138 TEL の 82 )S フ 1-3310 りち表） 
ザ 731- C 138 TE し(082$871 — 331己(代ち； 
宁70日-の76 TE しの8が243—775 U 巧表） 
〒683-0035 TE し (08 日 ‘9)33 - S 157 り巧） 
干74己-0882 TE し (0834)22 —日567り "t 表； 


FAX (082)87 l -3306 
FAX (082)87 l -0272 
FAX 1:086)243 — 7191 
FAX (0859)23-0709 
FAX (0834)22-5589 


を巧巧巧西巧の 1-1-25 ,920-0027 

を沢巧 IR 西巧に 1-1-25 T 920-0027 

■山 mffl 巧 BT 2-3-1 5 甲930 -0985 

ホ和百 R 1-607 T 918-8237 

ちち*巿柏田区巧38716ま11ち 宁 458-0004 

ち5匯巧が ffl 区巧0の15»11ろ T 456-0004 

»巧巧 K 巧区*化 2-15-30 甲が2•目034 

巧面和段巧区■化 2-15-30 T 422- B 034 

Lfi 宜巧六巧巧 2-7-8 で 500-8358 

巧而*氣き;3-29-3目 T 514-0819 

巧津巧西椎巧 B 88-1 甲410•日303 

面が巧大卒の;汽ホ49_マ 444-0007 

巧巧巿巧ま记 1-8-47 T S 64-0044 

吸旧巧巧を苗1 -8-47 デ 564-0044 

再松巿今まの1-も5 T 760-007 S 

巧郵巿«ち区け迅货ノ…原の7日-1 -612-8414 

?审戸巧西运巧舌 5-1 32 で65 1*2133 

彥根巿正/ま寺の巧出'78 T 522-0024 

活知ム巿ち巧泉町68 で S 2 日•日061 


TELCO 巧 2 S 0— 〇5リパ巧 
TEL (0 巧 260-0038 ザ表 
下 EL の巧 4 と 4 -〇が 7 ' ザ爱 
TEL (0776)23-0567^* e « 


巧しりの 7 が-が00く'ザが 
TEL わ 52 ； 7 が-が〇 3 ザ*! 
TEL 054)238-0005 
TE - た54 238— 00 けげ巧 
巧しく〇巧巧 8 - 7555 ザ S 
TEL わ 59 234 -日 471 ザち 
TEL 055 巧 8-6210 巧!! 
TEL か56 4 )25-02 巧^ お 

TEL り 6)6380— 21 りパ 表） 
TEL 06)6386-567 ご巧ぉ 
TEL か 87)83 卜 1711 ザ表 
T£L 〇 75 643 - 2 〇のげき 
TEL 07 がの 2-2431? 巧お 
TEL 0749)24-62 巧が表） 
T 巨 L り 773)22-0827( げ表） 


戶 AX く 076)260— 0775 
FAX 076うが 0-073 白 
FAX 076^444-061 1 
FAX 处 7 巧) 2 3—0580 

FAX (052)884-6551 
FAX 052 884-6554 
FAX 054 238-0006 
FAX (054 238-0822 
FAX (058 268-7550 
FAX ミ 059)234-8472 
FAX (055)968-6212 
FAX たが 4)25-1726 

FAX (06)6386-7262 
FAX (06)6386-5588 
FAX た 87)835-0160 
PAX (の S )643-0870 
FAX り 78) の 2-2 が 8 
FAX ^0749}26-2116 
FAX た 7 73 23 - 75 が 


ち 巧巿る館1了目 12-38 干 03 C -0946 

ち 森巧吉お f T 目 12.38 〒〇300946 

が田巧泉中巧4 了目 4 -ie 干01 C .-091 7 

お 田 巧巧•祖… 云 午刈 109-1 〒〇 10-0 S 02 

A 戸巿巧巿4 了 目 4-7 〒〇 31-0073 

お前巿巧 K 1 -2-1 〒〇 36-8 日36 

お前巧坦面1 -2-1 干 036-8086 

函巧巿巧 2-1 -42 T 020-0823 

酉巧巿 巧 2-1-42 で020 -0823 

奧ホ、 I 巧がお区が巧ェち③巧4 了曰 79 T 023-0002 


TEL の 17)742-8255( 巧ち） FAX (0 * 7)742-8275 
了 EL の 了 7 ：i 743- 2が K 巧數 FAX (0^7)743 -f i 18 
T 巳 L (018)864-5 が U 巧表） FAX (018)864-8468 
T 巨しの 18)864-52 19(巧ち） ^ AX (018)864-5760 
T 己 L (017 S ;2 ム —5289( 巧き） = AX (017 S )45-4290 
TEKOl 72)23-391 OdtS ) = AX く0172 ^28-0191 
TEL (0172)26— 4770(巧を ） =AX の 172)29-1133 
TEL (019)622-4791( 化ち ） =AX た 19)622-5244 
TELCO 19)60^-0281(1 tS ) FAXC 019)604-0283 
TEL (ご 197)22-41 55(巧热 FAXCC 197)22-4452 


札頓巧白 5 区平和通 16 T 目雨 1-19 干003 -0028 

♦しお巿白扫区ホ至3ち2了目 6-25 千 003-0 目75 

函笼市西が话的21 -2 〒〇41 -0 が4 

巧り!巿栗巧り!巧1ま2了目2>5 〒07^^-82ら1 

表広巿西12桌南1了負 30-1 〒〇 80-0022 

迫11提巿巧量の 4-1 7 〒〇が-0038 

化見巿美巧の 9-1-30 〒〇 90-0064 


TEL (01 1)864-0440(1+^) FAX (0 M }863-3154 
TELi : 01 1)879-21 21 ( i - tS ) FAX .; 〇リ ）87 1 -2000 
TEU . O じが 43-6 の0(巧表） = AX ( C 13 の 48-6030 
TEL 口 16が 37-2330( げ表）こ AX で16目.) 37-2 リ8 
TEKOl 55)35-751 8( im ' = AX (： C 155)55-7510 

T 巨じ3154}24-41 9 U 巧お FAX で1 54)24-0451 
T £ L (〕1 67)25-21 03(巧表 :I rAX か 57)26—2 107 


ミの虞営業巧宜爵慧市す拘ミ白738 干901 -2227 TEL (09 の 897— 5がフ(巧表） = AX で 98) が7-5が9 
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